








































に関する法律(案)J 全議決し，間法律案は 2005年 12月68に政府の発議で闇会
{こ従1¥されたっもともとこの法律案は施行白金 2007年3月l臼として予定してい































































































































































































スクォ 友主主である被ミ害者の誌を絞めて 致)I 技訴
3 死体E号、 3.1i 殺人，死体隠援 慾役3年~
慾役7王手





かつて死亡 苦手， 喜善行祭実 妓訴
チョン
言下拶;
3.24 【否認} 多数決無罪) (検事)
|無銭炊食詐欺(山内ン)懲役 6月(詐懲役6Jヨ(詐
{自白] 欺)欺)












i I I I .3人共i詰iして1支巡〈長ilと，女役
手ま苦言 (iお土号 ‘ 
チ ン 4.8. カ与(【荷共裁ら認犯現判】S金申人請をの強)r取i可し 強語家
校訴
致)I 










• t窓際人である自分の娘(女， 数)I 控訴
クノレサI殺人 4.15. 125員長)を首ぞ絞めて殺袋 懲役2年6月懲役5年 (後傍









ヨン容。、/ ! 4.17 ・突進し，後三害者がよけようとし (双方)




10 ノ77"/ 殺人 4.21. Iとして誌を?絞めて死亡させる (多数決)/ 執行f節子5年 l議定





クァン殺人未 " ナイアで後慈善まの習をと l l!il ~iU し jj~1誇{議答) I携帯儀袋)





スウォ殺人な " ・総統で兄弟の還さと娘ら殺害5 致)/ I~削情熱仇 I(主主主き
12 Iン ど コ.19・{自白l 童話期懲役 l'世間j引ス I人〉
-夜隠{こ滋答若手 (女， 17緩)ミをケ毒隠の事 5-1 ムやさ己f主義喜法 伎潔{こ没入して後答者の臼 1気掛




ジヰ 停 ときに殺主じ主;.致時)/ 慾役 10年 控訴
14 ν:，Y 1殺人 コ.26. 1 [自白] 慾役附~ 10iF I~双方)
ユ(( 終期慾役 [ 
1 l'お汚?の後{こ遂の不倫I}¥l係の;背有苦言(溺土器 控訴
。， 1 = 絡をと求めたが， かえってま言潟さ童文)/ 塁塁役 13年 (被告
15 I i'ク 1私人 5.26. れi浪芸号で殺怒 懲役 10年~ 人)






ソクノレ強盗{銭 島問 -予鱗約公訴祭実(強淡童文i努): (窃盗) !(窃淡) I(談後
16 仮設:ミ警など ー 許Cか容のe般を室長剣{こ51っ綴一って絞司{言語長喜一致有ZJ1)!(有罪) 人)
後者全f主主段{こfj!Jして{怒認で与え 長室i怒慾f党 支立;努語主役
jる ll Fl~ 12年~1:防総途反(窃滋)競合 まミj努懲役 f芝i怒慾役




!結審員評決1 =_~， 1 控訴の[13臼の有無] I ::!;!~.\~;T/A/ I 雪渓し i i E愛別言霊見 1 i:I 11:;:' V I革著書ま
I _主位的公訴事笑(強i銃傷害t):1 I 
1コンビニ女従業良の産買をなぐり 1慾役22手6月[
イン i強滋 1 _ _^ i 30万ウォンあまりを強la，2巡i手'iYfl(多数決)1執行箔73年;控訴171: I--:::， ~I 5_2i_ :;，:::' '，-， ---，_， -~I~:;':' ，::~~"--I:，";:;:;， -. I 
;チョン! 傷害I-'.~'. i 長h~ 1執行総予 [社会奉仕 I(双方)
I 1.予織的公訴事災(怒l匂，傷害)1 I 120 &寺初
i I [夜認1





強盗 1 害 行設役 3 年~
18 I ~， ，~ ~/ I 傷害/16.4. I [否認] 盤笠三主









l'蕗W!1(満場一-浴場のおかみをハンマーでw.t l':';.~' ， ".-.'~ i I 
j致)/ 1_，". ， ，_r 0 I授訴
りカードを 2枚強取， 2週協議 1:.:^  ~ 1慾役3王手6月ij 慾役 3 年~ I.~"A ~ ~ V U I (検事)

































(表 1)で9番の事件と 22番の事件のこつにすぎない。残りの 20f牛の期決参与裁判
で判事は!筏委主良の脊・然界の評決結果を受容する判決伝言い渡した。
;翠部においても，判事らは大体陪室長良の量刑意見を尊重していることが示され











2008年 1月 l白から 4月30日まで総 10件の由民参与裁判で結審員選定および
参与現況を明らかにすれば，総 1，6iO名に悟審員選定期日への出席通知番喜子送った







454名の出席者の職業は，会社員カ;25.8%，自営業者が 1i%，主婦が 1i.4%， 学
生が 6.60/<)，公務員カ;4.6%などと比較的に多様な分布をみせており，年齢別では
お代が沙.4()，(" 30代が 24.4%， 40代が 23.3%などと 20-40代が主流である。
この中で， i設終的に陪審員と予備l法審員として選定された 9i名は，性別では男














































いう立場から， 11: 1， 10: 2，または 9:3程度の f加重多数決」による評決を許容
している10)0 イギワスの場合にも，全員一致守原則とするが， 1967年の刑事司法



















































を憂慮する努詔気が強かったようである c 実際に， 1月4Bまで遂行した 10件の
























































(iJi詑〕 本務{ま， 2008年7f!llB(こ路かれた南il. l7Yi工共同セミナで発表した!京総喜子
加議・若1mしたものである c
j主







死)，第 188条後段(交遊妨害致死)， m 194条後段(飲用水i昆選致死)，第 250
条(殺人・存続殺害)，第252条(隠託・承諾などによる殺人など)，第2535長
(偽討すこよる嘱託殺人など)，第 259 条(綴議致死・存続{傷~致死)，第 262 条の
335 
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中の第 259条の部分(暴行致死)，第 275条第 1項後段および第 2.摂後段(巡棄
など致死)，第 281条第 1演後段および第2項後段(逮捕・監禁など致死)，第
301条(強姦など傷害・致傷)，第 301条の 2(強姦など殺人・致死)，第 305条
の中の第 301条・第 30条の 2の部分(未成年者姦淫雲走行)，第 324条の 4(入
賞殺害・致死)，第 337条(強盗傷害・童文俗)，第 338条(強盗殺人・致死)， ~ 
339条(強滋強姦)，第 340条第 2項および第3項(海上強盗傷努・致傷・殺
人・致死・強姦)，第 368 条第 2~震後段(蚤損壊致死)
2. i特定犯罪加重処罰などに関する法律j第 2条第 p医第 1号(賄賂)，第4条
の 2 第 2 項(逮捕・監禁などの致死)，第 5 条第 l~予(国療などの綴失)，第 5
条の 2 第 1 漬・第 H民・第 5~資(略取・誘因)，第 5 条の 5 (強盗{鎚怒・致傷・








5. 第 H号から第4努までと f刑事訴訟法j第 11条による関連事件として併合し
て主義潔する事件
3) 第2条(対象泰子i寸 法1'P5条第 1渓第3号による対象事件の範殴は，次の各号の
とおちである。
1. íf判決:J~~fl紋j司í!こ隠する特別措1ft法j 第 2 条第 l 項第 1 号，第 3 号(不正食品
製遊など)，第3条第 1現第 1払第3号(不lE窓薬品製造などの処摺)
2. i務i与Z犯YI1の取締に関する法律j第 11条第 I項， E若2項第 1号(麻薬)
3. i特定犯努力H重処罰jなどに関する法律j第 11条gpp頁，第2現第 1巧(麻薬)
4) 司法制度改務推進委員会・図災旦|刑事終判参与件lミ全性法律案(説明衣料l，
2005.5. 16， 61'Io 














9) アメリカ逮邦の場合{こは， FederalIミulesofCriminal Procedure， Rule 31 (a). 
10) Johnson v. Louisiana， 406じ.S.356 (1972). 
11) ゼ王宮零/令，?]/J.前掲議， 82:Nc 
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